
令和７年３月２４日

山形県県土整備部

道路整備課高速道路整備推進室

利活用促進の

取組状況について
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産業振興の取組み①

■ガイドブック・パンフレットの作成

・工場用地の立地環境として、高規格道路
を含む山形県内の交通や主要都市からの
所要時間などを記載

・工場用地MAPには、高規格道路の事業中
区間や事業中のスマートIC等の情報も記
載し、将来的に工業用地へのアクセスが向
上することを説明

山形県企業立地ガイド

『YAMAGATA QUEST』

やまがた工業用地のご案内

山形県工業用地MAP

▲立地環境やこれまで
に立地した企業の声、県
の支援制度などを案内

▲県内の各工業用地の
概要や県及び市町村の
支援制度などを案内

▲山形県へのアクセス
方法や工業用地の位置
図と主要企業を案内

工業用地概況図

山形県へのアクセス
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産業振興の取組み②

■やまがた産業立地セミナー

・山形県の立地環境や人材確保の取組み、進出に対する
支援制度等について、首都圏の企業へプレゼンテー
ション

・山形県に進出した企業へのインタビュー動画を放映

・山形県企業立地ガイド等のパンフレット３種を配布

・山形県内で活躍する企業による高いものづくり技術力
をテーマとした講演

・レセプションでは県や市町村の立地環境や魅力を紹介
するブースを設置して意見交換

▼やまがた産業立地セミナーin TOKYO
（セミナー会場）

▼やまがた産業立地セミナーin TOKYO
（レセプション会場）
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工場（企業）立地の状況

■近年の工場立地件数 ■工場（企業）の立地場所

■県内の工業団地造成計画

R1 R2 R3 R4 R5

村山 3 9 11 6 4

最上 0 1 1 2 2

置賜 8 5 4 5 0

庄内 10 5 10 3 7

計 21 20 26 16 13
経済産業省「工場立地動向調査」より

対象業種：製造

業、電気業（太

陽光発電施設、

水力発電所、地

熱 発 電 所 を 除

く）、ガス業、熱

供給業のための

工場、事業場ま

たは研究所を建

設 す る 目 的 を

もって1,000㎡

以上の用地を取

得したもの

市町村 造成予定地区 近傍のIC等

山形市 山形北インター産業団地 山形北IC

上山市 かみのやま温泉インター産業団地拡張 かみのやま温泉IC

天童市 荒谷地区（県総合運動公園南側） （仮称）天童南SIC

米沢市 米沢北IC周辺 米沢北IC

長井市 長井南工業団地 梨郷道路（長井市今泉）

三川町 みかわ産業団地拡張 庄内空港IC

鶴岡市 鶴岡西工業団地隣接地 鶴岡IC・鶴岡西IC

・山形県内で新たに立地した工場の８割以上が
高速道路ICから10km以内に立地

・他の交通インフラ施設と比較して、高速道路IC
との近接性が際立つ

・高規格道路の整備進捗により、既存の工業用地
へのアクセス性の向上も期待される

2022年及び2023年「工場立地動向調査（経済産業省）」をもとに作成

▼新たに立地した工場と各交通インフラ施設との距離別割合（2022年・2023年）
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観光振興の取組み①

■高速道路を使ってGO！やまがた秋のドライブ謎解きスタンプラリー
【目的】 村山・最上・置賜の各広域観光協議会が連携し、東北中央道
の利便性を広く周知するとともに、魅力ある観光スポットの広域的
な周遊促進を図る。

【周知方法】

・各広域観光協議会HPやSNS等での情報発信

・県内及び仙台圏での雑誌広告等掲載
パンフレット：山形わくわくガイド（秋冬号）、仙台リビング（９月13日号）、山形新聞（山形百彩 秋
号）

・スタンプラリーシステム委託会社（JAF）による情報発信
JAFナビ（ウェブ）スタンプラリー紹介ページ掲載（9/7～11/30）、スタンプラリー専用メルマガ
配信（10/2）、東北エリアメルマガ配信（9/25）、JAFスマートフォンアプリによるメッセージ通知、
PR TIMESを利用しウェブニュース各社に情報発信

【実施結果】

参加者：3,205人

応募数：1,041人

（参加者の主な居住地）

１位 山形県
2位 宮城県
３位 福島県
４位 秋田県
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観光振興の取組み②

■国見SAにおける山形県の観光PRキャラバン
【概要】

NEXCO 東日本や県内市町村等と連携し 、東北

自動車道の国見SA(下り）に臨時観光案内所を設

置し、関東方面からの高速道路利用者を対象に、

秋冬シーズンの観光誘客に向けたPR活動を実施

①令和6年10月26日(土）

《参加団体》宮城・山形観光推進協議会、宮城・山

形「はいうぇい人街ネット」地域連絡会、蔵王温泉

観光協会

《配布部数》観光パンフレット・チラシ等 600部

②令和6年11月9日(土）

《参加団体》やまがた観光キャンペーン推進協議

会、NEXCO東日本山形管理事務所等

《配布部数》観光パンフレット・チラシ等 500部

【成果】

国見SA(下り）は山形県を目的地とするお客様や

近々山形県への観光を検討しているお客様も多

く、おすすめの観光地や飲食店などに興味・関心

をもつ方々に対して、効果的なPR が実施できた

①10月26日(土）宮城・山形観光推進協議会

②11月9日(土）やまがた観光キャンペーン推進協議会
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観光振興の取組み③

■「東北のへそ」三県交流まつり・フォトコンテスト

・宮城県大崎、秋田県雄勝、山形県最上の

三地域が東北地方の中心に位置するこ

とから、「東北のへそ」と題して連携し、

観光・物産・郷土文化など魅力ある地域

資源を発信するPRイベント「『東北のへ

そ』三県交流まつり」やInstagramによ

る情報発信、フォトコンテスト等を実施

・東北中央道が開通していることにより

仙台方面から最上地域までアクセスが

便利であることをPR

最上地域からは13店が出店し、「未来創造戦士

ユメリオン」による最上地域のPRや、きてけろく

ん、かむてん（新庄市）、うめ子ちゃん（真室川町）、

せんどう君（戸沢村）の登場で会場を盛り上げた。

出典：宮城県HP

入賞作品は

公式インスタグ

ラムや最上地域

観光協議会HP

「AMAZING 

MOGAMI」で

紹介！
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観光振興の取組み④

■MOGAMIぐるっとデジタルスタンプラリー
【概要】

最上管内の周遊促進を目的として、最上エリアの自然や観光

の魅力を満喫するスタンプラリーを実施

【期間】

令和6年8月10日（土）～11月10日（日）

【スポット】

通常スポット60、特別スポット6

（新庄まつり期間限定スポット3、最上川舟下りスポット3）

【参加状況】 参加者数179人、平均ゲット数16.15スポット

参加者の
在住地

東北中央道を利用した可能性
があるエリアからの参加者は

約４割

最上・
庄内

村山・置賜

宮城・
福島・
新潟

ほか
東北

関東
その他

県内 ６4％

東北・
新潟
2４％

1０％
２％
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観光振興の取組み⑤

■秋の最上庄内まるごとスタンプラリー

【概要】

最上・庄内両地域の観光スポットの情報を発信し、秋の行楽

シーズンにおける周遊促進を図るスタンプラリーを実施。

【期間】

令和６年10月1日（火）～令和7年１月13日（月・祝）

【スポット】

最上・庄内 各16スポット、計32スポット

「立ち寄り温泉施設」、「駅周辺施設」、「観光立寄り施設」の各

テーマ２個ずつ計６個のスタンプを集めて応募する。

【参加状況】 応募数373人

参加者の
居住地

東北中央道を利用した可能性
があるエリアからの参加者は

約2割

最上・
庄内

村山・
置賜

宮城・
福島・新潟

ほか東北・

首都圏

その他

県内 72％

東北・
新潟
16％

4％8％
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（参考）高規格道路整備促進の取組み

■最上を拓く高規格道路建設促進合同大会
【基調講演】

【意見発表】最上地域でご活躍されている方々

15

人口減少時代における高規格道路整備の役割・効果、国土交通省が進める最新の

道路施策について解説。また、能登半島地震や令和６年７月に本県を襲った豪雨災

害の状況を説明しながら、国土強靱化の重要性について、聴衆に呼びかけた。



【4】 米沢中央IC

舟形IC

新庄真室川IC

鶴岡JCT

三瀬IC

あつみ温泉IC

庄内空港IC

酒田IC

遊佐鳥海IC

酒田みなとIC

村田JCT

（金山IC）

村山IC

関沢IC

象潟IC

Ｆ

Ｇ

川原子IC 尾花沢北IC

西
川

山形蔵王IC

【2】

【3】 東根北IC

Ｄ

Ｃ

Ａ

（及位IC）

山形PA
Ｈ

（鼠ヶ関IC）

中田IC

（金山南IC）

（金山北IC）

南陽PA

Ｂ

いらがわIC

【６】 山形PAｽﾏｰﾄIC

【7】 (天童南ｽﾏｰﾄIC)（事業中）

【8】 (高畠ｽﾏｰﾄIC)（事業中）

（上院内IC）

雄勝こまちIC

湯沢IC

三関IC

須川IC

酒田中央IC

E13 東北中央自動車道

（小砂川IC）

（吹浦IC）

遊佐比子IC

遊佐菅里IC

（女鹿IC）

（下院内IC）

村山本飯田IC

【1】 大石田村山IC

寒
河
江

山形JCT

かみのやま温泉IC

山形上山IC

米沢北IC

南陽高畠IC

米沢八幡原IC

霊山IC

伊達桑折IC

桑折JCT

福島JCT

【5】 福島大笹生IC

寒河江SA
スマートIC

鶴岡IC

伊達中央IC

エ

カ

ウ

庄内あさひIC

オ

キ

１

２

４

６

９
山形中央IC

10

11

12

14

15

13

７

令和７年度
開通予定

野黒沢IC

尾花沢IC

東根IC

天童IC

鶴岡西IC

IC

高速道路の効果を高める取組み

着実に進む産業振興

ICへのアクセス性を活かした工業団地造成と企業誘致

地域活性化・観光振興の具体的な取組み

【山形県道路中期計画2028】
ICへ10分でアクセスできる工業団地数 35箇所（2018年度末） ⇒ 65箇所（2028年度末）

東北中央自動車道の利活用による地域活性化プロジェクトマップ

「新庄まつりの山車行事」 ユネスコ無形文化遺産登録による交流拡大

新庄まつりを核とした「MOGAMIぐるっとデジタルスタンプラリー」による周遊促進

村山IC周辺の好アクセスを活かした道の駅整備

山形連携中枢都市圏及び民間事業者との連携による広域観光の推進

（DMOさくらんぼ山形） 山形市、寒河江市、上山市、村山市、天童市、東根市、尾花沢市、

山辺町、 中山町、河北町、西川町、朝日町、大江町、大石田町

ワイン特区認定による交流人口の拡大 上山市、南陽市

山形ワインバル202４（上山市）、ワインフェスティバルin南陽（南陽市）

魅力ある「景色・文化・食」をテーマとしたサイクリングイベント

「みちのくおとぎ街道『グル麺ライド』」の開催 南陽市、高畠町、宮城県白石市

広域連携企画「高速道路を使ってGO！やまがた秋のドライブ謎解きスタンプラリー」

やまがた広域観光協議会、最上地域観光協議会、山形おきたま観光協議会

「ふくしま広域スタンプラリー」による道の駅ふくしまを起点とする周辺地域への周遊促進・

アプリ「周遊手形“縁”道の駅ふくしま」の開発 福島市、米沢市ほか福島県内９市町村

東北自動車自動車道SAにおける臨時観光案内所設置による観光PR活動
やまがた観光キャンペーン推進協議会、NEXCO東日本

主な進出・拡張企業 操業年度(予定)

金山町貸工場 山形アキレスエアロン、大商金山牧場 H28

新庄中核工業団地 協和木材／マルカ林業／サンテック H28/H30/R2

新庄横根山工業団地 山形航空電子第二工場B棟増設（R5.6月完成）

福原工業団地 山陽精機、トキワプラス R7以降

湯野沢南原工業集積地に工業団地造成を検討中（村山市）

山口西工業団地 メイコー R５

（仮称）天童南スマートIC近隣地に産業団地造成を計画中（天童市）（【７】関連）

山形北インター産業団地（山形市） 造成中

山形中央インター産業団地 シヤチハタ R1

蔵王みはらしの丘産業エリア ＫＤＤＩエボルバ、コストコ／東和薬品 H26／H29

かみのやま温泉インター産業団地
＊残り１区画のため第2区域造成中

ジャパンロジスティックス／共立社
内山電機工業／ヒメジ理化イノテック

R3～R６

南陽西工業団地／梨郷工業団地
＊完売のため新工業団地造成を検討中

山形食品アセプペット工場／
フコク物流第4倉庫

R4

西町西工業団地【拡張】（高畠町） （【8】高畠スマートIC（仮称）関連） R2調査着手

米沢オフィス・アルカディア グリーンエイト／イズミ物流 R4／R5

米沢八幡原中核工業団地 金子レンタル、斎藤容器 R4

米沢北ＩＣ周辺での新産業団地整備を検討中（米沢市）

福島おおざそうインター工業団地
＊分譲完了のため第2期造成中

ロジコム／日東工器／
高圧ガス工業／菊池製作所

R2

ICアクセス道路の整備 供用年度(予定)

市道駅西中央線（村山市） R2.12.19

（主）寒河江村山線 河島工区 R4.10.29

（主）村山大石田線 名取工区 R4.10.29

（主）山形天童線 成生工区 H29着手

国道287号 羽入工区 R4着手

国道287号 米沢長井道路 R10まで

国道112号 山形中山道路 R2着手

国道112号 霞城改良 R2.3.22

国道112号 山形南道路 R7着手（予定）

※ 上記のほか南陽市でスマートIC整備に向け、関係機関との勉強会を実施中

地域活性化IC・スマートICの整備 供用年度(予定)

【1】 大石田村山IC H30.4.15

【2】 村山名取IC／村山本飯田IC R４.10.29／R3.12.11

【3】 東根北IC Ｈ31.3.23／R4.10.29

【4】 米沢中央IC H29.11.4

【5】 福島大笹生IC H28.9.11

【6】 山形PAスマートIC R6.3.24

【7】 天童南スマートIC（仮称） 事業中

【8】 高畠スマートIC（仮称) 事業中

【山形県道路中期計画2028】

ICへ30分でアクセスできる県内人口の割合 65％（2018年度末） ⇒ 97％（2028年度末）

観光振興に寄与する「道の駅」等の整備促進・機能強化
【山形県道路中期計画2028】

ICへ30分でアクセスできる主要な観光地数 59箇所（2018年度末） ⇒ 84箇所（2028年度末）

山形らしい魅力のある「道の駅」数 21箇所（2018年度末） ⇒ 30箇所（2028年度末）

（ ）書き IC・JCT・道の駅は仮称

凡 例

開通区間（有料）

開通区間（無料）

事業中区間（無料）

４車線化優先整備区間

調査中区間

構想路線

ア

イ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｈ

２

１

４

５

６

７

９

10

11

８

13

14

17

Ⅰ

12

国道112号 山形中山道路Ｇ

国道287号 米沢長井道路Ｆ

至

福
島

至

長
井

Ⅰ

：工業団地等

【】 ：高速道路強化

：観光・まちづくり

：供用中の「道の駅」

：ICアクセス道路事業

（仮称）庄内内陸
月山連絡道路

IC

ふくしま

米沢

やまがた蔵王（R5.12.3 開業）

尾花沢

（山形中央IC）

むらやま

村山名取IC

新庄酒田道路

Ｅ

東北中央自動車道の利活用促進による地域活性化協議会 〔令和７年３月〕

ク

（新庄IC付近「道の駅」）（構想中）

新庄エコロジーガーデン原蚕の社（事業中）

：構想中・整備中の「道の駅」

８

国道13号
山形北IC

至 新庄

至 米沢

至 仙台

山形JCT

山形北インター産業団地

８
山形北IC

15

３

福島大笹生IC

17

至

米
沢

至 福島JCT

道の駅ふくしま

福島おおざそうインター産業団地

イ キ ク

MOGAMIぐるっと
デジタルスタンプラリー

やまがた秋のドライブ
謎解きスタンプラリー

ふくしま広域
デジタルラリー

５

17

山形中央IC

至

米
沢

至 新庄

米沢北IC

至 山形

287

13

３

：追加IC・スマートIC

湯殿山IC

月山IC

新潟山形南部連絡道路

石巻新庄道路
新庄IC

（R6.3.24開通）

道の駅・構想 ※防災拠点自動車駐車場指定 位置・機能等 供用年度（予定）

米沢市 道の駅「米沢」※

重点道の駅・【4】米沢中央IC近郊

＊R6.10.7来場者1,100万人突破

コンシェルジュ常駐の総合観光案内窓口、外国人観光

案内所（カテゴリー２）、旅行商品（ツアー等）の提供（第

2種旅行業登録）、電動アシスト付きレンタサイクル、高

速バス等のパーク＆ライド機能

Ｈ30.4.20

山形市 道の駅「やまがた蔵王」

＊R7.2.8来場者200万人突破

防災拠点機能（防災倉庫、非常用電源装置、貯水槽、

マンホールトイレ等）、地域連携機能（地域コンテンツ

発信ホール、伝統工芸品展示、芋煮広場等）、パーク

＆ライド機能／やまがた蔵王ヒルクライムルートな

ど地域資源を活かしたサイクルツーリズムを推進

R5.12.3

山形市 道の駅構想「（仮称）山形中央IC」 山形中央IC周辺に計画 －

村山市 道の駅「むらやま」 移転に向けた検討中（ 関連） －

尾花沢市 道の駅「尾花沢」※花笠の郷「ねまる」
防災拠点化（災害時用蓄電池・非常用発電機・マン

ホールトイレの整備）
R2

山形市 山形PAの利活用構想 【6】山形PAに隣接の西公園との連携を検討中 －

新庄市 道の駅「新庄エコロジーガーデン

原蚕の社」（事業中）

登録有形文化財「新庄市エコロジーガーデン」を拠点として

整備中
R7

新庄市ほか 新庄IC付近「道の駅」（構想中） 新庄IC周辺に検討中 －

福島市 道の駅「ふくしま」

重点道の駅・【５】福島大笹生IC隣接

＊R6.8.10来場者400万人突破

飲食・物販の提供、観光情報の発信等による地域産

業の振興、レンタサイクル（EVバイク）による地域資

源を活かしたサイクルツーリズムを展開

R4.4.27

Ａ ウ

新庄古口道路
（R6.12.7全線開通）

ウ

アイ

【7】天童南スマートIC（仮称）
至 新庄

至 米沢

R6.10月撮影

新庄鮭川IC

「道の駅新庄エコロジーガーデン原蚕の杜」のイメージパース

←物販施設
（既存施設）

創造交流施設→
（既存施設）

16

16

ケ

東北中央自動車道SAにおける
観光PR活動

国見SA

ケ

資料２－２



■目的： 東北中央自動車道の利便性を広く周知し、開通のメリットを最大限に生かし て

魅力ある観光スポットへの周遊促進を図ることを目的に、村山・最上・置賜の広
域観光協議会が連携して「やまがた秋のドライブ謎解きスタンプラリー」を実施

■期間：令和６年９月14日（土）～令和６年11月30日（土）
■組織：やまがた広域観光協議会、最上地域観光協議会、山形おきたま観光協議会

開通前 H29.1.1～H29.12.31

東北中央自動車道利活用促進キャンペーン （山形県村山・置賜・最上地域）

「高速道路を使ってGo！やまがた秋のドライブ謎解きスタンプラリー」
取組み事例

内 容

米沢中央IC

舟形IC

鶴岡JCT

あつみ温泉IC

庄内空港IC

酒田IC

遊佐鳥海IC

酒田みなとIC

新潟山形南部連絡道路

石巻新庄道路

村田JCT

（金山IC）

村山IC

関沢IC

象潟IC

尾花沢北IC

湯殿山IC

山形蔵王IC

新庄IC

（及位IC）

山形PA

（鼠ヶ関IC）

（金山北IC）

南陽PA

山形PAｽﾏｰﾄIC

(天童南ｽﾏｰﾄIC)

(高畠ｽﾏｰﾄIC)

雄勝こまちIC

湯沢IC

酒田中央IC

E13 東北中央自動車道

（小砂川IC）

遊佐比子IC

寒
河
江

山形JCT

山形上山IC

米沢北IC

南陽高畠IC

霊山IC

桑折JCT

福島JCT

福島大笹生IC

寒河江SA
スマートIC

鶴岡IC

伊達中央IC

庄内あさひIC

山形中央IC

尾花沢IC

東根IC
IC

月山IC

（仮称）庄内内陸
月山連絡道路

新庄酒田道路

新庄真室川IC

新庄鮭川IC

西川IC

安全・安心な道路交通環境の創出

福島大笹生IC～米沢北IC間（H29.11月）、南陽高畠IC～山形上山IC間（H31.4月）及び東根北IC～大石田村山IC間
（R3.12月、R4.10月）の開通により、福島JCT～新庄間の広域ルートが、「宮城県経由ルート」から「東北中央自動車道利用
ルート」へ転換し、東北中央自動車道＋国道13号の断面交通量が増加。一方で、国道１３号でこれまで交通事故が多発していた
区間（南陽市赤湯～上山市川口地内）では、交通事故発生件数が減少し、安全・安心な道路交通環境の創出にも貢献。

高速道路が繋がったことによる効果

○最上地域の観光客【最上総合支庁】
R3⇒R5で26％増加

○新庄まつりの観光客【新庄市】
R5⇒R6で増加し、県外からの来訪者も多くみられた

○舟形若鮎まつり来場者【舟形町】
R５⇒R6で1,000人増加し、23,000人が来訪

○バラまつりの観光客【村山市】
R４⇒Ｒ６で増加し、秋田・福島からの来訪者が増加した

【東根～尾花沢】令和４年１０月開通

【福島～米沢北】平成29年11月開通

○米沢上杉まつり来訪者【米沢市】
H29⇒R1で62,000人増加

○上杉雪灯篭まつり来訪者【米沢市】
H29⇒H31で49,000人増加

「米沢上杉まつり」川中島の合戦 「上杉雪灯篭まつり」

開通後 R5.1.1～R5.12.31

N

「新庄まつり」R6物語部門最優秀山車 「舟形若鮎まつり」ステージ

開通前 開通後

92％

東北中央道
の利⽤割合
が増加

出典：国土交通省資料に情報を追加して掲載

H29.10 R5.10

▼広域交通の転換状況の変化
（周辺エリアの高速道路等における交通量の変化） ▼開通前後の交通事故発生状況の変化

宮城県経由
ルート

東北中央自動車道の利活用による地域活性化プロジェクトマップ 東北中央自動車道の利活用促進による地域活性化協議会 〔令和7年３月〕

(1)村山、最上、置賜エリア内の各スポットを周遊し、施設に設置してある二次元コード
をスマートフォンで読み込んでスタンプを取得

(2) 集めたスタンプの数に応じて、抽選で各エリアの宿泊券、食事券、特産品をプレゼ
ント

（３）さらに、１スタンプで１文字を取得でき、33文字集めると謎の問題文が完成。謎解
きに正解すると「謎解き賞」として、抽選で豪華宿泊券がプレゼント。

(４)スポットは、各エリア内全市町村の道の駅などの観光施設。
村山エリア：１７スポット 最上エリア：８スポット 置賜エリア：８スポット

（合計３３スポット）

出典：山形県警察本部「交通事故発生状況マップ_2024」に道路情報等を追記して掲載

開通済み

交通事故が

減少‼

13

南陽市赤湯

上山市川口

未開通

（事業中）
13

南陽市赤湯

上山市川口


